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バイオシミラー使用促進に向けた取組について

○ バイオ後続品の普及率

2029（令和１１）年度に、バイオ後続品に数量ベースで80％以上

置き換わった成分数が全体の成分数の60％以上とする。

福岡県医療費適正化計画（第４期）における達成すべき施策目標（抜粋）

置き換わった割合＝
数量ベースで80％以上バイオ後続品に置き換わった成分数

バイオ後続品の成分数

【参考：本県における成分別バイオ後続品の普及率】

2021（令和３）年度のバイオ後続品（入院外）の状況は、80％以上の普及率を達成した成分数が16成分中３成分

➡ 置き換わった割合は18.8％

○これまでの本協議会におけるご議論を踏まえ、バイオシミラーの使用促進に向けた取組
の第一歩として、患者向け啓発資材を作成することとした。

○令和６年度第１回の本協議会において確認いただいた患者向け啓発資材の具体的な作成
方法をもとに制作した資材について報告するもの。

令和６年度の当事業について
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バイオシミラー啓発資材の作成について

○事業概要

福岡県医療費適正化計画（第４期）において新たにバイオ後続品（バイオシミ
ラー）の普及率に関する数値目標を設定したところであるが、本県の普及率は低く、
目標達成に向けたさらなる置き換えが必要。また、令和４年度診療報酬改定の結果
検証に係る特別調査の結果から、患者におけるバイオシミラーの認知度の低さが伺
える。
ついては、患者・一般の方を対象とし、バイオシミラーに関する正しい知識及び

使用によるメリットをわかりやすく伝えることで理解及び関心を深め、使用促進に
資することを目的とした啓発資材（ポスター及びリーフレット）を制作するもの。

○作成方法

・公募型プロポーザル方式（※）で実施

（※）デザイン等の企画・提案を競争させ、審査の上で目的に最も適した案を提示した業者と契約する方法

・審査は、福岡県ジェネリック医薬品使用促進協議会委員 及び
福岡県職員（保健医療介護部薬務課職員（課長補佐級以上）ほか）にて実施。
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作成した啓発資材紙面及び配布予定先について

○作成した啓発資材紙面について

・啓発資材の記載内容については、令和６年度第１回の本協議会において
確認いただいた内容をもとに制作条件として設定

・公募により採用された啓発資材は、次頁以降に掲載のとおり。

○配布予定先について

作成したポスター及びリーフレットの配布予定先は以下のとおり。

印刷のうえ、令和７年２月末までを目途に発送予定。

（１）県内医療機関（病院・診療所）：各ポスター１部、リーフレット５部

待合室等での掲示及び配布を想定

（２）県内薬局：各局ポスター１部、リーフレット25部

薬局にて掲示及び配布を想定

（３）その他（関係団体等）

・福岡県医師会、福岡県薬剤師会、地域薬剤師会、福岡県病院薬剤師会へ
一定数配布するとともに、周知への協力をお願いすることを想定

・行政機関（福岡県庁薬務課等）にて掲示
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ポスター

※ 文言や図について、審査時点から事務局
より一部修正済み。
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巻三つ折りリーフレット（外側）

※ 文言や図について、審査時点から事務局より一部修正済み。
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巻三つ折りリーフレット（内側）

※ 文言や図について、審査時点から事務局より一部修正済み。


